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（
補
足
意
見
及
び
反
対
意
見
が
あ
る
。）

【
関
連
法
規
】	

憲
法
14
条
１
項
、
憲
法

15
条
１
項
、
憲
法
15
条

３
項
、憲
法
43
条
１
項
、

憲
法
44
条
、
公
職
選
挙

法
14
条
、
公
職
選
挙
法

別
表
第
３

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
審
各
判
決
を
破
棄
す
る
。

被
上
告
人
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄

却
す
る
。

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
ら
の
負

担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
都
築
政
則
ほ
か
の
各
上

告
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
平
成
25
年
７
月
21
日

施
行
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
以
下

「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、

岡
山
県
選
挙
区
の
選
挙
人
で
あ
る
被
上

告
人
ら
が
、
公
職
選
挙
法
14
条
、
別
表

第
３
の
参
議
院
（
選
挙
区
選
出
）
議
員

の
議
員
定
数
配
分
規
定
（
以
下
、
数
次

の
改
正
の
前
後
を
通
じ
、
平
成
６
年
法

律
第
２
号
に
よ
る
改
正
前
の
別
表
第
２

を
含
め
、「
定
数
配
分
規
定
」
と
い
う
。）

は
憲
法
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
に
基
づ
き
施
行
さ
れ
た
本
件
選
挙

の
上
記
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
も
無
効

で
あ
る
と
主
張
し
て
提
起
し
た
選
挙
無

効
訴
訟
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
参
議
院
議
員
選
挙
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
11
号
）
は
、
参
議
院
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て
、
参
議
院
議
員

２
５
０
人
を
全
国
選
出
議
員
１
０
０
人

と
地
方
選
出
議
員
１
５
０
人
と
に
区
分

し
、
全
国
選
出
議
員
に
つ
い
て
は
、
全

都
道
府
県
の
区
域
を
通
じ
て
選
出
さ
れ

る
も
の
と
す
る
一
方
、
地
方
選
出
議
員

に
つ
い
て
は
、
そ
の
選
挙
区
及
び
各
選

挙
区
に
お
け
る
議
員
定
数
を
別
表
で
定

め
、
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
選
挙
区

に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
も
の
と
し
、
各

選
挙
区
ご
と
の
議
員
定
数
に
つ
い
て

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

選
挙
無
効
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
大
法
廷　

平
成
26
年
11
月

26
日
判
決　

平
成
26
年（
行
ツ
）第
78
号

破
棄
自
判

一
審　

不
明

二
審　

広
島
高
等
裁
判
所
岡
山
支
部
平

成
25
年
11
月
28
日
判
決　

平
成
25
年

（
行
ケ
）
第
１
号

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

平
成
25
年
７
月
21
日
施
行
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
当
時
に
お
い
て
、
公
職

選
挙
法
14
条
、別
表
第
３
の
参
議
院（
選

挙
区
選
出
）
議
員
の
議
員
定
数
配
分
規

定
の
下
で
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
投
票

価
値
の
不
均
衡
は
平
成
24
年
法
律
第
94

号
に
よ
る
改
正
後
も
違
憲
の
問
題
が
生

ず
る
程
度
の
著
し
い
不
平
等
状
態
に

あ
っ
た
が
、
上
記
選
挙
ま
で
の
間
に
更

に
上
記
規
定
の
改
正
が
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
も
っ
て
国
会
の
裁
量
権
の
限
界

を
超
え
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
上
記
規

定
が
憲
法
14
条
１
項
等
に
違
反
す
る
に

至
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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は
、
定
数
を
偶
数
と
し
て
そ
の
最
小
限

を
２
人
と
す
る
方
針
の
下
に
、
各
選
挙

区
の
人
口
に
比
例
す
る
形
で
、
２
人
な

い
し
８
人
の
偶
数
の
議
員
定
数
を
配
分

し
た
。
昭
和
25
年
に
制
定
さ
れ
た
公
職

選
挙
法
の
定
数
配
分
規
定
は
、
上
記
の

参
議
院
議
員
選
挙
法
の
議
員
定
数
配
分

規
定
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
後
に
沖
縄
県
選
挙
区
の
議

員
定
数
２
人
が
付
加
さ
れ
た
ほ
か
は
、

平
成
６
年
法
律
第
47
号
に
よ
る
公
職
選

挙
法
の
改
正
（
以
下
「
平
成
６
年
改
正
」

と
い
う
。）
ま
で
、
上
記
定
数
配
分
規

定
に
変
更
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
昭
和

57
年
法
律
第
81
号
に
よ
る
公
職
選
挙
法

の
改
正
（
以
下
「
昭
和
57
年
改
正
」
と

い
う
。）
に
よ
り
、
参
議
院
議
員
の
選

挙
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
拘
束
名
簿
式
比

例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
、
参
議
院
議
員

２
５
２
人
は
各
政
党
等
の
得
票
に
比
例

し
て
選
出
さ
れ
る
比
例
代
表
選
出
議
員

１
０
０
人
と
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る

選
挙
区
ご
と
に
選
出
さ
れ
る
選
挙
区
選

出
議
員
１
５
２
人
と
に
区
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
選
挙
区
選
出
議

員
は
、
従
来
の
地
方
選
出
議
員
の
名
称

が
変
更
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ

が
６
・
59
倍
に
達
し
た
後
、
平
成
６
年

改
正
に
お
け
る
７
選
挙
区
の
定
数
を
８

増
８
減
す
る
措
置
に
よ
り
、
平
成
２
年

10
月
実
施
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
人

口
に
基
づ
く
選
挙
区
間
の
最
大
較
差
は

４
・
81
倍
に
縮
小
し
、
い
わ
ゆ
る
逆
転

現
象
（
人
口
又
は
選
挙
人
数
に
お
い
て

少
な
い
選
挙
区
が
多
い
選
挙
区
よ
り
も

多
く
の
議
員
定
数
を
配
分
さ
れ
て
い
る

状
態
）
は
消
滅
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

12
年
改
正
に
お
け
る
３
選
挙
区
の
定
数

を
６
減
す
る
措
置
に
よ
り
、
平
成
６
年

改
正
後
に
再
び
生
じ
た
い
わ
ゆ
る
逆
転

現
象
は
消
滅
し
、
ま
た
、
こ
の
措
置
及

び
平
成
18
年
法
律
第
52
号
に
よ
る
公
職

選
挙
法
の
改
正
（
以
下
「
平
成
18
年
改

正
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
４
選
挙
区

の
定
数
を
４
増
４
減
す
る
措
置
の
前
後

を
通
じ
て
、
平
成
13
年
か
ら
同
19
年
ま

で
に
施
行
さ
れ
た
各
通
常
選
挙
当
時
の

選
挙
区
間
の
最
大
較
差
は
５
倍
前
後
で

推
移
し
た
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
当
裁
判
所
大
法
廷

は
、定
数
配
分
規
定
の
合
憲
性
に
関
し
、

最
高
裁
昭
和
54
年
（
行
ツ
）
第
65
号
同

58
年
４
月
27
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
37

巻
３
号
３
４
５
頁
に
お
い
て
後
記
３
の

基
本
的
な
判
断
枠
組
み
を
示
し
た
後
、

選
挙
区
間
の
最
大
較
差
が
６
・
59
倍
に

達
し
た
平
成
４
年
選
挙
に
つ
い
て
、
違

憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の
投
票
価
値

の
著
し
い
不
平
等
状
態
が
生
じ
て
い
た

旨
判
示
し
た
が（
最
高
裁
平
成
６
年（
行

ツ
）
第
59
号
同
８
年
９
月
11
日
大
法
廷

判
決
・
民
集
50
巻
８
号
２
２
８
３
頁
）、

平
成
６
年
改
正
後
の
定
数
配
分
規
定
の

下
で
施
行
さ
れ
た
２
回
の
通
常
選
挙
に

つ
い
て
は
、
上
掲
最
高
裁
昭
和
58
年
４

月
27
日
大
法
廷
判
決
（
以
下
「
昭
和
58

年
大
法
廷
判
決
」
と
い
う
。）
に
お
い

て
昭
和
52
年
に
施
行
さ
れ
た
通
常
選
挙

（
以
下
「
昭
和
52
年
選
挙
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
判
示
し
た
と
こ
ろ
と
同
様

に
、
上
記
の
状
態
に
至
っ
て
い
た
と
は

い
え
な
い
旨
判
示
し
た
（
最
高
裁
平
成

９
年
（
行
ツ
）
第
１
０
４
号
同
10
年
９

月
２
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
52
巻
６
号

１
３
７
３
頁
、
最
高
裁
平
成
11
年
（
行

ツ
）
第
２
４
１
号
同
12
年
９
月
６
日
大

法
廷
判
決
・
民
集
54
巻
７
号
１
９
９
７

頁
）。
そ
の
後
、
平
成
12
年
改
正
後
の

定
数
配
分
規
定
の
下
で
施
行
さ
れ
た
２

回
の
通
常
選
挙
及
び
平
成
18
年
改
正
後

の
定
数
配
分
規
定
（
以
下
、
平
成
24
年

の
後
、
平
成
12
年
法
律
第
１
１
８
号
に

よ
る
公
職
選
挙
法
の
改
正
（
以
下
「
平

成
12
年
改
正
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、

比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
制
度
が
い

わ
ゆ
る
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
に

改
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
参
議
院
議
員

の
総
定
数
が
10
人
削
減
さ
れ
て
２
４
２

人
と
さ
れ
、
比
例
代
表
選
出
議
員
96
人

及
び
選
挙
区
選
出
議
員
１
４
６
人
と
さ

れ
た
。

（
２
）
参
議
院
議
員
選
挙
法
制
定
当

時
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
議
員
１
人
当

た
り
の
人
口
の
最
大
較
差
（
以
下
、
各

立
法
当
時
の「
選
挙
区
間
の
最
大
較
差
」

と
い
う
と
き
は
、
こ
の
人
口
の
最
大
較

差
を
い
う
。）
は
２
・
62
倍
（
以
下
、

較
差
に
関
す
る
数
値
は
、
全
て
概
数
で

あ
る
。）
で
あ
っ
た
が
、
人
口
変
動
に

よ
り
次
第
に
拡
大
を
続
け
、
平
成
４
年

に
施
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

（
以
下
、
単
に
「
通
常
選
挙
」
と
い
い
、

こ
の
通
常
選
挙
を
「
平
成
４
年
選
挙
」

と
い
う
。）
当
時
、
選
挙
区
間
に
お
け

る
議
員
１
人
当
た
り
の
選
挙
人
数
の
最

大
較
差
（
以
下
、
各
選
挙
当
時
の
「
選

挙
区
間
の
最
大
較
差
」と
い
う
と
き
は
、

こ
の
選
挙
人
数
の
最
大
較
差
を
い
う
。）
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法
律
第
94
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
を

「
本
件
旧
定
数
配
分
規
定
」
と
い
う
。）

の
下
で
平
成
19
年
に
施
行
さ
れ
た
通
常

選
挙
（
以
下
「
平
成
19
年
選
挙
」
と
い

う
。）
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
当
裁

判
所
大
法
廷
は
、
上
記
の
状
態
に
至
っ

て
い
た
か
否
か
に
つ
き
明
示
的
に
判
示

す
る
こ
と
な
く
、
結
論
に
お
い
て
当
該

各
定
数
配
分
規
定
が
憲
法
に
違
反
す
る

に
至
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
旨
の
判

断
を
示
し
た
（
最
高
裁
平
成
15
年
（
行

ツ
）
第
24
号
同
16
年
１
月
14
日
大
法
廷

判
決
・
民
集
58
巻
１
号
56
頁
、
最
高
裁

平
成
17
年
（
行
ツ
）
第
２
４
７
号
同
18

年
10
月
４
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
60
巻

８
号
２
６
９
６
頁
、
最
高
裁
平
成
20
年

（
行
ツ
）
第
２
０
９
号
同
21
年
９
月
30

日
大
法
廷
判
決
・
民
集
63
巻
７
号

１
５
２
０
頁
）。
た
だ
し
、
上
掲
最
高

裁
平
成
18
年
10
月
４
日
大
法
廷
判
決
に

お
い
て
は
、
投
票
価
値
の
平
等
の
重
要

性
を
考
慮
す
る
と
投
票
価
値
の
不
平
等

の
是
正
に
つ
い
て
国
会
に
お
け
る
不
断

の
努
力
が
望
ま
れ
る
旨
の
、
上
掲
最
高

裁
平
成
21
年
９
月
30
日
大
法
廷
判
決

（
以
下
「
平
成
21
年
大
法
廷
判
決
」
と

い
う
。）
に
お
い
て
は
、
当
時
の
較
差

22
年
５
月
ま
で
の
協
議
を
経
て
、
同
25

年
に
施
行
さ
れ
る
通
常
選
挙
に
向
け
て

選
挙
制
度
の
見
直
し
の
検
討
を
開
始
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
同
23
年
中
の
公
職
選

挙
法
の
改
正
法
案
の
提
出
を
目
途
と
す

る
旨
の
工
程
表
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、

具
体
的
な
較
差
の
是
正
が
見
送
ら
れ
た

結
果
、
同
22
年
７
月
11
日
、
選
挙
区
間

の
最
大
較
差
が
５
・
00
倍
に
拡
大
し
た

状
況
に
お
い
て
、
本
件
旧
定
数
配
分
規

定
の
下
で
２
回
目
と
な
る
通
常
選
挙
が

施
行
さ
れ
た
（
以
下
「
平
成
22
年
選
挙
」

と
い
う
。）。

平
成
22
年
選
挙
後
、
平
成
21
年
大
法

廷
判
決
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
選
挙
制
度

の
仕
組
み
の
見
直
し
を
含
む
制
度
改
革

に
向
け
た
検
討
の
た
め
、
参
議
院
に
選

挙
制
度
の
改
革
に
関
す
る
検
討
会
が
発

足
し
、
そ
の
会
議
に
お
い
て
参
議
院
議

長
か
ら
上
記
改
革
の
検
討
の
基
礎
と
な

る
案
が
提
案
さ
れ
、
平
成
23
年
以
降
、

各
政
党
か
ら
も
様
々
な
改
正
案
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
し
た
が
、
上
記
改
革
の
方

向
性
に
係
る
各
会
派
の
意
見
は
区
々
に

分
か
れ
て
集
約
さ
れ
な
い
状
況
が
続

き
、
同
年
12
月
以
降
の
同
検
討
会
及
び

そ
の
下
に
設
置
さ
れ
た
選
挙
制
度
協
議

会
に
お
け
る
検
討
を
経
て
、
同
24
年
８

月
に
当
面
の
較
差
の
拡
大
を
抑
え
る
措

置
と
し
て
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
７
月
に
施
行

さ
れ
る
通
常
選
挙
に
向
け
た
改
正
と
し

て
選
挙
区
選
出
議
員
に
つ
い
て
４
選
挙

区
で
定
数
を
４
増
４
減
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
附
則
に
は
、
同
28
年
に
施
行

さ
れ
る
通
常
選
挙
に
向
け
て
、
選
挙
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
行
い
、
結
論
を
得
る
も
の

と
す
る
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
た

（
上
記
４
増
４
減
の
改
正
が
行
わ
れ
た

と
し
て
も
、
同
22
年
10
月
実
施
の
国
勢

調
査
結
果
に
よ
る
人
口
に
基
づ
く
選
挙
区

間
の
最
大
較
差
は
、４・75
倍
で
あ
っ
た
。）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
平
成
22

年
選
挙
に
つ
き
、最
高
裁
平
成
23
年（
行

ツ
）
第
51
号
同
24
年
10
月
17
日
大
法
廷

判
決
・
民
集
66
巻
10
号
３
３
５
７
頁
は
、

結
論
に
お
い
て
同
選
挙
当
時
に
お
け
る

本
件
旧
定
数
配
分
規
定
が
憲
法
に
違
反

す
る
に
至
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
と

し
た
も
の
の
、
長
年
に
わ
た
る
制
度
及

び
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
都
道

府
県
を
各
選
挙
区
の
単
位
と
す
る
仕
組

が
投
票
価
値
の
平
等
と
い
う
観
点
か
ら

は
な
お
大
き
な
不
平
等
が
存
す
る
状
態

で
あ
っ
て
、
選
挙
区
間
に
お
け
る
投
票

価
値
の
較
差
の
縮
小
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
最
大
較
差
の

大
幅
な
縮
小
を
図
る
た
め
に
は
現
行
の

選
挙
制
度
の
仕
組
み
自
体
の
見
直
し
が

必
要
と
な
る
旨
の
指
摘
が
そ
れ
ぞ
れ
さ

れ
た
。

（
３
）
上
掲
最
高
裁
平
成
16
年
１
月

14
日
大
法
廷
判
決
を
受
け
て
同
年
12
月

１
日
に
参
議
院
議
長
の
諮
問
機
関
で
あ

る
参
議
院
改
革
協
議
会
の
下
に
設
け
ら

れ
た
選
挙
制
度
に
係
る
専
門
委
員
会

が
、
各
種
の
是
正
案
を
検
討
し
た
上
で

同
17
年
10
月
に
同
協
議
会
に
提
出
し
た

報
告
書
で
は
、
現
行
の
選
挙
制
度
の
仕

組
み
を
維
持
す
る
限
り
、
各
選
挙
区
の

定
数
を
振
り
替
え
る
措
置
に
よ
り
較
差

の
是
正
を
図
っ
た
と
し
て
も
、
較
差
を

４
倍
以
内
に
抑
え
る
こ
と
は
相
当
の
困

難
が
あ
る
旨
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
18
年
改
正
に
よ
り
同
報
告
書

の
提
案
に
係
る
前
記
４
増
４
減
の
措
置

が
採
ら
れ
た
後
、
平
成
20
年
６
月
に
改

め
て
参
議
院
改
革
協
議
会
の
下
に
設
置

さ
れ
た
専
門
委
員
会
に
お
い
て
は
、
同
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み
を
維
持
し
な
が
ら
投
票
価
値
の
平
等

の
要
求
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
も
は
や

著
し
く
困
難
な
状
況
に
至
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
照
ら
し
、
違
憲
の
問
題
が
生

ず
る
程
度
の
投
票
価
値
の
著
し
い
不
平

等
状
態
が
生
じ
て
い
た
旨
判
示
す
る
と

と
も
に
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し
て
各

選
挙
区
の
定
数
を
設
定
す
る
現
行
の
方

式
を
し
か
る
べ
き
形
で
改
め
る
な
ど
、

現
行
の
選
挙
制
度
の
仕
組
み
自
体
の
見

直
し
を
内
容
と
す
る
立
法
的
措
置
を
講

じ
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
違
憲
の
問

題
が
生
ず
る
上
記
の
不
平
等
状
態
を
解

消
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
指
摘
し
た
。

（
４
）
上
掲
最
高
裁
平
成
24
年
10
月

17
日
大
法
廷
判
決
（
以
下
「
平
成
24
年

大
法
廷
判
決
」と
い
う
。）の
言
渡
し
後
、

同
年
11
月
16
日
に
上
記
の
公
職
選
挙
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
平
成
24

年
法
律
第
94
号
（
以
下
「
平
成
24
年
改

正
法
」
と
い
う
。）
と
し
て
成
立
し
、
同

月
26
日
に
施
行
さ
れ
た
（
以
下
、
同
改

正
法
に
よ
る
改
正
後
の
定
数
配
分
規
定

を
「
本
件
定
数
配
分
規
定
」
と
い
う
。）。

ま
た
、
同
月
以
降
、
選
挙
制
度
協
議

会
に
お
い
て
平
成
24
年
大
法
廷
判
決
を

受
け
て
選
挙
制
度
の
改
革
に
関
す
る
検

む
ね
月
数
回
ず
つ
有
識
者
等
か
ら
の
意

見
や
説
明
の
聴
取
を
し
た
上
で
協
議
が

行
わ
れ
、
同
26
年
４
月
に
は
選
挙
制
度

の
仕
組
み
の
見
直
し
を
内
容
と
す
る
具

体
的
な
改
正
案
と
し
て
座
長
案
が
示
さ

れ
、
そ
の
後
に
同
案
の
見
直
し
案
も
示

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
案
は
、
基
本
的
に

は
、
人
口
の
少
な
い
一
定
数
の
選
挙
区

を
隣
接
区
と
合
区
し
て
そ
の
定
数
を
削

減
し
、
人
口
の
多
い
一
定
数
の
選
挙
区

の
定
数
を
増
や
し
て
選
挙
区
間
の
最
大

較
差
を
大
幅
に
縮
小
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
と
こ
ろ
、同
協
議
会
に
お
い
て
、

同
年
５
月
以
降
、
上
記
の
案
や
参
議
院

の
各
会
派
の
提
案
等
を
め
ぐ
り
検
討
と

協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
（
上
記
各
会
派

の
提
案
の
中
に
は
、
上
記
の
案
を
基
礎

と
し
て
合
区
の
範
囲
等
に
修
正
を
加
え

る
提
案
の
ほ
か
、
都
道
府
県
に
代
え
て

よ
り
広
域
の
選
挙
区
の
単
位
を
新
た
に

創
設
す
る
提
案
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。）。

３　

憲
法
は
、
選
挙
権
の
内
容
の
平

等
、
換
言
す
れ
ば
、
議
員
の
選
出
に
お

け
る
各
選
挙
人
の
投
票
の
有
す
る
影
響

力
の
平
等
、
す
な
わ
ち
投
票
価
値
の
平

等
を
要
求
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
憲
法
は
、
国
民
の
利
害

や
意
見
を
公
正
か
つ
効
果
的
に
国
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
選
挙
制
度
を
ど
の

よ
う
な
制
度
に
す
る
か
の
決
定
を
国
会

の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
投
票
価
値
の
平
等
は
、
選
挙
制
度

の
仕
組
み
を
決
定
す
る
唯
一
、
絶
対
の

基
準
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
国
会
が

正
当
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
の

政
策
的
目
的
な
い
し
理
由
と
の
関
連
に

お
い
て
調
和
的
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
会
が
具
体

的
に
定
め
た
と
こ
ろ
が
そ
の
裁
量
権
の

行
使
と
し
て
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
限
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
投
票
価
値

の
平
等
が
一
定
の
限
度
で
譲
歩
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
憲
法
に
違

反
す
る
と
は
い
え
な
い
。

憲
法
が
二
院
制
を
採
用
し
衆
議
院
と

参
議
院
の
権
限
及
び
議
員
の
任
期
等
に

差
異
を
設
け
て
い
る
趣
旨
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
議
院
に
特
色
の
あ
る
機
能
を
発
揮

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
会
を
公
正

か
つ
効
果
的
に
国
民
を
代
表
す
る
機
関

た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
前
記
２
（
１
）
に
お
い

て
み
た
参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
の
仕

組
み
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
参

討
が
行
わ
れ
、
平
成
25
年
６
月
、
選
挙

制
度
の
改
革
に
関
す
る
検
討
会
に
お
い

て
、
選
挙
制
度
協
議
会
の
当
時
の
座
長

か
ら
参
議
院
議
長
及
び
参
議
院
各
会
派

に
対
し
、
平
成
24
年
改
正
法
の
上
記
附

則
の
定
め
に
従
い
、
平
成
28
年
７
月
に

施
行
さ
れ
る
通
常
選
挙
か
ら
新
選
挙
制

度
を
適
用
す
べ
く
、
平
成
26
年
度
中
に

選
挙
制
度
の
仕
組
み
の
見
直
し
を
内
容

と
す
る
改
革
の
成
案
を
得
た
上
で
、
平

成
27
年
中
の
公
職
選
挙
法
改
正
の
成
立

を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
る
旨
の
工
程

表
が
示
さ
れ
た
。

平
成
25
年
７
月
21
日
、
本
件
定
数
配

分
規
定
の
下
で
の
初
め
て
の
通
常
選
挙

と
し
て
、
本
件
選
挙
が
施
行
さ
れ
た
。

本
件
選
挙
当
時
の
選
挙
区
間
の
最
大
較

差
は
、
４
・
77
倍
で
あ
っ
た
。

（
５
）
本
件
選
挙
後
の
事
情
に
つ
い

て
み
る
と
、
平
成
25
年
９
月
、
参
議
院

に
お
い
て
本
件
選
挙
後
に
改
め
て
選
挙

制
度
の
改
革
に
関
す
る
検
討
会
が
開
か

れ
て
そ
の
下
に
選
挙
制
度
協
議
会
が
設

置
さ
れ
、
同
検
討
会
に
お
い
て
、
同
27

年
中
の
公
職
選
挙
法
改
正
の
成
立
を
目

指
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

同
協
議
会
に
お
い
て
、
同
月
以
降
お
お
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議
院
議
員
に
つ
い
て
、
全
国
選
出
議
員

（
昭
和
57
年
改
正
後
は
比
例
代
表
選
出

議
員
）
と
地
方
選
出
議
員
（
同
改
正
後

は
選
挙
区
選
出
議
員
）
に
分
け
、
前
者

に
つ
い
て
は
全
国
（
全
都
道
府
県
）
の

区
域
を
通
じ
て
選
挙
す
る
も
の
と
し
、

後
者
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
を
各
選
挙

区
の
単
位
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和

22
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
法
及
び
同
25

年
の
公
職
選
挙
法
の
制
定
当
時
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
の
仕
組
み

を
定
め
た
こ
と
が
、
国
会
の
有
す
る
裁

量
権
の
合
理
的
な
行
使
の
範
囲
を
超
え

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
、
経

済
的
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
不

断
に
生
ず
る
人
口
変
動
の
結
果
、
上
記

の
仕
組
み
の
下
で
投
票
価
値
の
著
し
い

不
平
等
状
態
が
生
じ
、
か
つ
、
そ
れ
が

相
当
期
間
継
続
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
れ
を
是
正
す
る
措
置
を
講
じ
な

い
こ
と
が
、
国
会
の
裁
量
権
の
限
界
を
超

え
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該

定
数
配
分
規
定
が
憲
法
に
違
反
す
る
に

至
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

以
上
は
、
昭
和
58
年
大
法
廷
判
決
以

降
の
参
議
院
議
員
（
地
方
選
出
議
員
な

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４　

上
記
の
見
地
に
立
っ
て
、
本
件

選
挙
当
時
の
本
件
定
数
配
分
規
定
の
合

憲
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
１
）ア　

憲
法
は
、二
院
制
の
下
で
、

一
定
の
事
項
に
つ
い
て
衆
議
院
の
優
越

を
認
め
る
反
面
、
参
議
院
議
員
に
つ
き

任
期
を
６
年
の
長
期
と
し
、
解
散
も
な

く
、
選
挙
は
３
年
ご
と
に
そ
の
半
数
に

つ
い
て
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
46

条
等
）。
そ
の
趣
旨
は
、
立
法
を
始
め

と
す
る
多
く
の
事
柄
に
つ
い
て
参
議
院

に
も
衆
議
院
と
ほ
ぼ
等
し
い
権
限
を
与

え
つ
つ
、
参
議
院
議
員
の
任
期
を
よ
り

長
期
と
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
多
角

的
か
つ
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
民
意
を

反
映
さ
せ
、衆
議
院
と
の
権
限
の
抑
制
、

均
衡
を
図
り
、国
政
の
運
営
の
安
定
性
、

継
続
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
と

解
さ
れ
る
。
い
か
な
る
具
体
的
な
選
挙

制
度
に
よ
っ
て
、
上
記
の
憲
法
の
趣
旨

を
実
現
し
、
投
票
価
値
の
平
等
の
要
請

と
調
和
さ
せ
て
い
く
か
は
、
二
院
制
の

下
に
お
け
る
参
議
院
の
性
格
や
機
能
及

び
衆
議
院
と
の
異
同
を
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
制

度
に
い
か
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
と
い

う
点
を
含
め
、
国
会
の
合
理
的
な
裁
量

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
合
理
性
を
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
参
議
院
議
員
の
選

挙
制
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
60
年
余
に

わ
た
る
制
度
及
び
社
会
状
況
の
変
化
を

考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

前
記
２
の
参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度

の
変
遷
を
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
の

変
遷
と
対
比
し
て
み
る
と
、
両
議
院
と

も
、
政
党
に
重
き
を
置
い
た
選
挙
制
度

を
旨
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る

上
、
都
道
府
県
又
は
そ
れ
を
細
分
化
し

た
地
域
を
選
挙
区
と
す
る
選
挙
と
、
よ

り
広
範
な
地
域
を
選
挙
の
単
位
と
す
る

比
例
代
表
選
挙
と
の
組
合
せ
と
い
う
類

似
し
た
選
出
方
法
が
採
ら
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
同
質
的
な
選
挙
制
度
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会

の
情
勢
の
下
で
、
議
員
の
長
い
任
期
を

背
景
に
国
政
の
運
営
に
お
け
る
参
議
院

の
役
割
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
こ
と
に

加
え
て
、
衆
議
院
に
つ
い
て
は
、
こ
の

間
の
改
正
を
通
じ
て
、
投
票
価
値
の
平

等
の
要
請
に
対
す
る
制
度
的
な
配
慮
と

し
て
、
選
挙
区
間
の
人
口
較
差
が
２
倍

い
し
選
挙
区
選
出
議
員
）
選
挙
に
関
す

る
累
次
の
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
本
的
な
判
断
枠
組

み
と
し
て
こ
れ
を
変
更
す
る
必
要
は
認

め
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
選
挙
区
間
の
最
大
較
差

が
５
倍
前
後
で
常
態
化
す
る
中
で
、
前

記
２
（
２
）
の
と
お
り
、
平
成
16
年
、

同
18
年
及
び
同
21
年
の
前
掲
各
大
法
廷

判
決
に
お
い
て
は
、
上
記
の
判
断
枠
組

み
は
基
本
的
に
維
持
し
つ
つ
も
、
選
挙

制
度
の
仕
組
み
自
体
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
旨
の
平
成
21
年
大
法
廷
判
決
の

指
摘
を
含
め
、
投
票
価
値
の
平
等
の
観

点
か
ら
実
質
的
に
は
よ
り
厳
格
な
評
価

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
24
年
大
法
廷
判

決
に
お
い
て
は
、
昭
和
58
年
大
法
廷
判

決
が
長
期
に
わ
た
る
投
票
価
値
の
大
き

な
較
差
の
継
続
を
許
容
し
得
る
根
拠
と

し
て
挙
げ
て
い
た
後
記
４
（
１
）
ウ
の

諸
点
に
つ
き
、
長
年
に
わ
た
る
制
度
及

び
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
数
十

年
間
に
も
わ
た
り
５
倍
前
後
の
大
き
な

較
差
が
継
続
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る

理
由
と
し
て
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え

な
く
な
っ
て
い
る
旨
の
指
摘
が
さ
れ
て
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未
満
と
な
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
旨
の

区
割
り
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
も
照
ら
す
と
、
参
議
院
に
つ
い
て

も
、
二
院
制
に
係
る
上
記
の
憲
法
の
趣

旨
と
の
調
和
の
下
に
、
更
に
適
切
に
民

意
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
投
票
価
値
の
平

等
の
要
請
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

イ　

参
議
院
に
お
い
て
は
、
こ
の
間

の
人
口
変
動
に
よ
り
、
都
道
府
県
間
の

人
口
較
差
が
著
し
く
拡
大
し
た
た
め
、

半
数
改
選
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
を
踏

ま
え
て
定
め
ら
れ
た
偶
数
配
分
を
前
提

に
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し
て
各
選
挙

区
の
定
数
を
定
め
る
と
い
う
現
行
の
選

挙
制
度
の
仕
組
み
の
下
で
、
昭
和
22
年

の
制
度
発
足
時
に
は
２
・
62
倍
で
あ
っ

た
選
挙
区
間
の
最
大
較
差
が
、
昭
和
52

年
選
挙
の
時
点
で
は
５
・
26
倍
に
拡
大

し
、
平
成
４
年
選
挙
の
時
点
で
は
６
・

59
倍
に
ま
で
達
す
る
状
況
と
な
り
、
平

成
６
年
以
降
の
数
次
の
改
正
に
よ
る
定

数
の
調
整
に
よ
っ
て
若
干
の
較
差
の
縮

小
が
図
ら
れ
た
が
、
５
倍
前
後
の
較
差

が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
推
移
し
て
き
た
。

ウ　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
憲
法
の

趣
旨
、参
議
院
の
役
割
等
に
照
ら
す
と
、

請
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
た
偶
数
配
分

を
前
提
に
、
上
記
の
よ
う
な
都
道
府
県

を
各
選
挙
区
の
単
位
と
す
る
仕
組
み
を

維
持
し
な
が
ら
投
票
価
値
の
平
等
の
実

現
を
図
る
と
い
う
要
求
に
応
え
て
い
く

こ
と
は
、
も
は
や
著
し
く
困
難
な
状
況

に
至
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
記
２
（
３
）
の

平
成
17
年
10
月
の
専
門
委
員
会
の
報
告

書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
平
成

19
年
選
挙
当
時
も
投
票
価
値
の
大
き
な

不
平
等
が
あ
る
状
態
で
あ
っ
て
選
挙
制

度
の
仕
組
み
自
体
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
、
平
成
21
年
大
法
廷
判
決

に
お
い
て
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
の
下
で

は
、
平
成
24
年
大
法
廷
判
決
の
判
示
す

る
と
お
り
、
平
成
22
年
選
挙
当
時
、
本

件
旧
定
数
配
分
規
定
の
下
で
の
前
記
の

較
差
が
示
す
選
挙
区
間
に
お
け
る
投
票

価
値
の
不
均
衡
は
、
投
票
価
値
の
平
等

の
重
要
性
に
照
ら
し
て
も
は
や
看
過
し

得
な
い
程
度
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
を

正
当
化
す
べ
き
特
別
の
理
由
も
見
い
だ

せ
な
い
以
上
、
違
憲
の
問
題
が
生
ず
る

程
度
の
著
し
い
不
平
等
状
態
に
至
っ
て

い
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

参
議
院
は
衆
議
院
と
と
も
に
国
権
の
最

高
機
関
と
し
て
適
切
に
民
意
を
国
政
に

反
映
す
る
機
関
と
し
て
の
責
務
を
負
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
参
議

院
議
員
の
選
挙
で
あ
る
こ
と
自
体
か

ら
、
直
ち
に
投
票
価
値
の
平
等
の
要
請

が
後
退
し
て
よ
い
と
解
す
べ
き
理
由
は

見
い
だ
し
難
い
。
昭
和
58
年
大
法
廷
判

決
は
、
参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
お

い
て
長
期
に
わ
た
る
投
票
価
値
の
大
き

な
較
差
の
継
続
を
許
容
し
得
る
根
拠
と

し
て
、
上
記
の
選
挙
制
度
の
仕
組
み
や

参
議
院
に
関
す
る
憲
法
の
定
め
等
を
挙

げ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
点
も
、
平

成
24
年
大
法
廷
判
決
の
指
摘
す
る
と
お

り
、
上
記
ア
に
お
い
て
み
た
よ
う
な
長

年
に
わ
た
る
制
度
及
び
社
会
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
る
と
、
数
十
年
間
に
も
わ

た
り
５
倍
前
後
の
大
き
な
較
差
が
継
続

す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て

は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
く
な
っ
て

い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
殊

に
、
昭
和
58
年
大
法
廷
判
決
は
、
上
記

の
選
挙
制
度
の
仕
組
み
に
関
し
て
、
都

道
府
県
が
歴
史
的
に
も
政
治
的
、
経
済

的
、
社
会
的
に
も
独
自
の
意
義
と
実
体

を
有
し
、
政
治
的
に
一
つ
の
ま
と
ま
り

を
有
す
る
単
位
と
し
て
捉
え
得
る
こ
と

に
照
ら
し
、
都
道
府
県
を
各
選
挙
区
の

単
位
と
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
構
成

す
る
住
民
の
意
思
を
集
約
的
に
反
映
さ

せ
得
る
旨
の
指
摘
を
し
て
い
た
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
、
都
道
府
県
が
地
方

に
お
け
る
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
有
す
る

行
政
等
の
単
位
で
あ
る
と
い
う
限
度
に

お
い
て
相
応
の
合
理
性
を
有
し
て
い
た

こ
と
は
否
定
し
難
い
も
の
の
、
こ
れ
を

参
議
院
議
員
の
各
選
挙
区
の
単
位
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
憲
法
上
の

要
請
は
な
く
、
む
し
ろ
、
都
道
府
県
を

各
選
挙
区
の
単
位
と
し
て
固
定
す
る
結

果
、
そ
の
間
の
人
口
較
差
に
起
因
し
て

上
記
の
よ
う
に
投
票
価
値
の
大
き
な
不

平
等
状
態
が
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し

て
い
る
状
況
の
下
で
は
、
上
記
の
都
道

府
県
の
意
義
や
実
体
等
を
も
っ
て
上
記

の
選
挙
制
度
の
仕
組
み
の
合
理
性
を
基

礎
付
け
る
に
は
足
り
な
く
な
っ
て
い
る

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
に
鑑
み
る
と
、
人
口
の
都
市
部

へ
の
集
中
に
よ
る
都
道
府
県
間
の
人
口

較
差
の
拡
大
が
続
き
、
総
定
数
を
増
や

す
方
法
を
採
る
こ
と
に
も
制
約
が
あ
る

中
で
、
半
数
改
選
と
い
う
憲
法
上
の
要
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エ　

本
件
選
挙
は
、
平
成
24
年
大
法

廷
判
決
の
言
渡
し
後
に
成
立
し
た
平
成

24
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
本
件
定

数
配
分
規
定
の
下
で
施
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
上
記
ウ
の
と
お
り
、
本
件

旧
定
数
配
分
規
定
の
下
で
の
選
挙
区
間

に
お
け
る
投
票
価
値
の
不
均
衡
が
違
憲

の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の
著
し
い
不
平

等
状
態
に
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
に
至
っ

た
の
は
、
総
定
数
の
制
約
の
下
で
偶
数

配
分
を
前
提
に
、
長
期
に
わ
た
り
投
票

価
値
の
大
き
な
較
差
を
生
じ
さ
せ
る
要

因
と
な
っ
て
き
た
都
道
府
県
を
各
選
挙

区
の
単
位
と
す
る
選
挙
制
度
の
仕
組
み

が
、
長
年
に
わ
た
る
制
度
及
び
社
会
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
も
は
や
そ
の
よ
う

な
較
差
の
継
続
を
正
当
化
す
る
十
分
な

根
拠
を
維
持
し
得
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
判
決
に
お

い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
上
記

の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
一
部

の
選
挙
区
の
定
数
の
増
減
に
と
ど
ま
ら

ず
、
上
記
制
度
の
仕
組
み
自
体
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
平
成
24
年

改
正
法
に
よ
る
前
記
４
増
４
減
の
措
置

は
、
上
記
制
度
の
仕
組
み
を
維
持
し
て

い
て
、
当
裁
判
所
大
法
廷
は
、
こ
れ
ま

で
、
①
当
該
定
数
配
分
規
定
の
下
で
の

選
挙
区
間
に
お
け
る
投
票
価
値
の
不
均

衡
が
、
違
憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の

著
し
い
不
平
等
状
態
に
至
っ
て
い
る
か

否
か
、
②
上
記
の
状
態
に
至
っ
て
い
る

場
合
に
、
当
該
選
挙
ま
で
の
期
間
内
に

そ
の
是
正
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
国

会
の
裁
量
権
の
限
界
を
超
え
る
と
し
て

当
該
定
数
配
分
規
定
が
憲
法
に
違
反
す

る
に
至
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
っ
た
判

断
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
審
査
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
判
断
の

方
法
が
採
ら
れ
て
き
た
の
は
、
憲
法
の

予
定
し
て
い
る
司
法
権
と
立
法
権
と
の

関
係
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
お
い
て
選

挙
制
度
に
つ
い
て
投
票
価
値
の
平
等
の

観
点
か
ら
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
判
断

し
た
と
し
て
も
、
自
ら
こ
れ
に
代
わ
る

具
体
的
な
制
度
を
定
め
得
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
是
正
は
国
会
の
立
法
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で

あ
り
、
是
正
の
方
法
に
つ
い
て
も
国
会

は
幅
広
い
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
の

で
、
裁
判
所
が
選
挙
制
度
の
憲
法
適
合

性
に
つ
い
て
上
記
の
判
断
枠
組
み
の
下

で
一
定
の
判
断
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、

国
会
が
こ
れ
を
踏
ま
え
て
自
ら
所
要
の

適
切
な
是
正
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
、
憲
法
上
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と

解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
秩
序
の

下
に
お
け
る
司
法
権
と
立
法
権
と
の
関

係
に
照
ら
す
と
、
上
記
①
に
お
い
て
違

憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の
著
し
い
不

平
等
状
態
に
至
っ
て
い
る
旨
の
司
法
の

判
断
が
さ
れ
れ
ば
国
会
は
こ
れ
を
受
け

て
是
正
を
行
う
責
務
を
負
う
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
上
記
②
に
お
い
て
当
該
選

挙
ま
で
の
期
間
内
に
そ
の
是
正
が
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
国
会
の
裁
量
権
の
限

界
を
超
え
る
と
い
え
る
か
否
か
を
判
断

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
期
間
の
長

短
の
み
な
ら
ず
、
是
正
の
た
め
に
採
る

べ
き
措
置
の
内
容
、
そ
の
た
め
に
検
討

を
要
す
る
事
項
、
実
際
に
必
要
と
な
る

手
続
や
作
業
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合

考
慮
し
て
、
国
会
に
お
け
る
是
正
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
司
法
の
判
断
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
裁
量
権
の
行
使
の
在
り

方
と
し
て
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
る
か
否
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
評

価
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
（
最
高
裁

平
成
25
年
（
行
ツ
）
第
２
０
９
号
、
第

一
部
の
選
挙
区
の
定
数
を
増
減
す
る
に

と
ど
ま
り
、
現
に
選
挙
区
間
の
最
大
較

差
（
本
件
選
挙
当
時
４
・
77
倍
）
に
つ

い
て
は
上
記
改
正
の
前
後
を
通
じ
て
な

お
５
倍
前
後
の
水
準
が
続
い
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
状
態
を
解
消
す

る
に
は
足
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い（
同
改
正
法
自
体
も
、

そ
の
附
則
に
お
い
て
、
平
成
28
年
に
施

行
さ
れ
る
通
常
選
挙
に
向
け
て
選
挙
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
行
い
結
論
を
得
る
も
の
と

す
る
旨
を
定
め
て
お
り
、
上
記
４
増
４

減
の
措
置
の
後
も
引
き
続
き
上
記
制
度

の
仕
組
み
自
体
の
見
直
し
の
検
討
が
必

要
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
も

の
と
解
さ
れ
る
。）。

し
た
が
っ
て
、
平
成
24
年
改
正
法
に

よ
る
上
記
の
措
置
を
経
た
後
も
、
本
件

選
挙
当
時
に
至
る
ま
で
、
本
件
定
数
配

分
規
定
の
下
で
の
選
挙
区
間
に
お
け
る

投
票
価
値
の
不
均
衡
は
、
平
成
22
年
選

挙
当
時
と
同
様
に
違
憲
の
問
題
が
生
ず

る
程
度
の
著
し
い
不
平
等
状
態
に
あ
っ

た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
ア　

参
議
院
議
員
の
選
挙
に

お
け
る
投
票
価
値
の
較
差
の
問
題
に
つ
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２
１
０
号
、
第
２
１
１
号
同
年
11
月
20

日
大
法
廷
判
決
・
民
集
67
巻
８
号

１
５
０
３
頁
参
照
）。

イ　

そ
こ
で
、
本
件
に
お
い
て
、
本

件
選
挙
ま
で
に
違
憲
の
問
題
が
生
ず
る

程
度
の
投
票
価
値
の
著
し
い
不
平
等
状

態
の
是
正
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
国

会
の
裁
量
権
の
限
界
を
超
え
る
と
い
え

る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

参
議
院
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
投
票

価
値
の
不
均
衡
に
つ
い
て
は
、
平
成
10

年
及
び
同
12
年
の
前
掲
各
大
法
廷
判
決

は
違
憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の
著
し

い
不
平
等
状
態
に
至
っ
て
い
な
い
と
す

る
判
断
を
示
し
、
そ
の
後
も
平
成
21
年

大
法
廷
判
決
に
至
る
ま
で
上
記
の
状
態

に
至
っ
て
い
た
と
す
る
判
断
が
示
さ
れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
こ

ろ
、
違
憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の
著

し
い
不
平
等
状
態
に
至
っ
て
い
る
と

し
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
選
挙
制
度
の

仕
組
み
自
体
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
す
る
当
裁
判
所
大
法
廷
の
判
断
が
示

さ
れ
た
の
は
、
平
成
24
年
大
法
廷
判
決

の
言
渡
し
が
さ
れ
た
平
成
24
年
10
月
17

日
で
あ
り
、
国
会
に
お
い
て
上
記
の
状

態
に
至
っ
て
い
る
と
認
識
し
得
た
の
は

る
諸
々
の
手
続
や
作
業
が
必
要
と
な
る
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
平
成
24
年
大
法
廷

判
決
の
言
渡
し
に
よ
っ
て
選
挙
区
間
に

お
け
る
投
票
価
値
の
不
均
衡
が
違
憲
の

問
題
が
生
ず
る
程
度
の
著
し
い
不
平
等

状
態
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
国
会
が
認

識
し
得
た
平
成
24
年
10
月
17
日
の
時
点

か
ら
、
本
件
選
挙
が
施
行
さ
れ
た
同
25

年
７
月
21
日
ま
で
の
期
間
は
、
約
９
か

月
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
以
前
に
も
当
裁
判
所
大
法
廷
の
指
摘

を
踏
ま
え
て
参
議
院
に
お
け
る
選
挙
制

度
の
改
革
に
向
け
て
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
い
ま
だ
上

記
の
状
態
に
至
っ
て
い
る
と
の
判
断
が

さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
将
来
の
見
直

し
に
向
け
て
の
検
討
に
と
ど
ま
る
上
、

前
記
２
（
３
）
の
と
お
り
上
記
改
革
の

方
向
性
に
係
る
各
会
派
等
の
意
見
は

区
々
に
分
か
れ
て
集
約
さ
れ
な
い
状
況

に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
照
ら
す
と
、
平

成
24
年
大
法
廷
判
決
の
言
渡
し
か
ら
本

件
選
挙
ま
で
の
上
記
期
間
内
に
、
上
記

の
よ
う
に
高
度
に
政
治
的
な
判
断
や
多

く
の
課
題
の
検
討
を
経
て
改
正
の
方
向

性
や
制
度
設
計
の
方
針
を
策
定
し
、
具

体
的
な
改
正
案
の
立
案
と
法
改
正
の
手

続
と
作
業
を
了
す
る
こ
と
は
、
実
現
の

困
難
な
事
柄
で
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

他
方
、
国
会
に
お
い
て
は
、
前
記
２

（
４
）
の
と
お
り
、
平
成
24
年
大
法
廷

判
決
の
言
渡
し
後
、
本
件
選
挙
ま
で
の

間
に
、前
記
４
増
４
減
の
措
置
に
加
え
、

附
則
に
お
い
て
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ

る
通
常
選
挙
に
向
け
て
選
挙
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
を
行
い
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
旨

を
併
せ
て
定
め
た
平
成
24
年
改
正
法
が

成
立
す
る
と
と
も
に
、
参
議
院
の
選
挙

制
度
の
改
革
に
関
す
る
検
討
会
及
び
選

挙
制
度
協
議
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年

大
法
廷
判
決
を
受
け
て
選
挙
制
度
の
改

革
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
、
上
記
附

則
の
定
め
に
従
い
、
選
挙
制
度
の
仕
組

み
の
見
直
し
を
内
容
と
す
る
公
職
選
挙

法
改
正
の
上
記
選
挙
ま
で
の
成
立
を
目

指
す
な
ど
の
検
討
の
方
針
や
工
程
が
示

さ
れ
て
き
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
加
え
、

前
記
２
（
５
）
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
の

参
議
院
の
検
討
機
関
に
お
い
て
、
本
件

選
挙
後
も
、上
記
附
則
の
定
め
に
従
い
、

平
成
24
年
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
沿
っ

た
方
向
で
選
挙
制
度
の
仕
組
み
の
見
直

こ
の
時
点
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

こ
の
違
憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
の

投
票
価
値
の
著
し
い
不
平
等
状
態
を
解

消
す
る
た
め
に
は
、
平
成
24
年
大
法
廷

判
決
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
単
に
一
部

の
選
挙
区
の
定
数
を
増
減
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し
て
各

選
挙
区
の
定
数
を
設
定
す
る
現
行
の
方

式
を
し
か
る
べ
き
形
で
改
め
る
な
ど
、

現
行
の
選
挙
制
度
の
仕
組
み
自
体
の
見

直
し
を
内
容
と
す
る
立
法
的
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
の
仕

組
み
自
体
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
及
び
同
24
年
の
前
掲
各
大
法
廷

判
決
の
判
示
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
参
議
院
の
在
り
方
を
も

踏
ま
え
た
高
度
に
政
治
的
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
な
ど
、
事
柄
の
性
質
上
課
題

も
多
い
た
め
、
そ
の
検
討
に
相
応
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得

ず
、
ま
た
、
参
議
院
の
各
会
派
に
よ
る

協
議
を
経
て
改
正
の
方
向
性
や
制
度
設

計
の
方
針
を
策
定
し
、
具
体
的
な
改
正

案
を
立
案
し
て
法
改
正
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
各
過
程
に
お
け
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し
を
内
容
と
す
る
法
改
正
の
具
体
的
な

方
法
等
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本
件
選

挙
前
の
国
会
に
お
け
る
是
正
の
実
現
に

向
け
た
上
記
の
取
組
は
、
具
体
的
な
改

正
案
の
策
定
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
同
判
決
の
趣
旨
に
沿
っ
た
方

向
で
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

以
上
に
鑑
み
る
と
、
本
件
選
挙
は
、

前
記
４
増
４
減
の
措
置
後
も
前
回
の
平

成
22
年
選
挙
当
時
と
同
様
に
違
憲
の
問

題
が
生
ず
る
程
度
の
投
票
価
値
の
著
し

い
不
平
等
状
態
の
下
で
施
行
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
平
成
24
年
大
法
廷
判

決
の
言
渡
し
か
ら
本
件
選
挙
ま
で
の
約

９
か
月
の
間
に
、
平
成
28
年
に
施
行
さ

れ
る
通
常
選
挙
に
向
け
て
選
挙
制
度
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
行
い
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る

旨
を
附
則
に
定
め
た
平
成
24
年
改
正
法

が
成
立
し
、
参
議
院
の
検
討
機
関
に
お

い
て
、
上
記
附
則
の
定
め
に
従
い
、
同

判
決
の
趣
旨
に
沿
っ
た
方
向
で
選
挙
制

度
の
仕
組
み
の
見
直
し
を
内
容
と
す
る

法
改
正
の
上
記
選
挙
ま
で
の
成
立
を
目

指
す
な
ど
の
検
討
の
方
針
や
工
程
を
示

た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
限
ら
れ
た
総
定
数
の

枠
内
で
、
半
数
改
選
と
い
う
憲
法
上
の

要
請
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
た
偶
数
配

分
を
前
提
に
、
都
道
府
県
を
各
選
挙
区

の
単
位
と
す
る
現
行
の
選
挙
制
度
の
仕

組
み
の
下
で
、
人
口
の
都
市
部
へ
の
集

中
に
よ
る
都
道
府
県
間
の
人
口
較
差
の

拡
大
に
伴
い
、
一
部
の
選
挙
区
の
定
数

を
増
減
す
る
数
次
の
改
正
が
さ
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
ら
の
改
正
の
前
後
を
通
じ

て
長
期
に
わ
た
り
投
票
価
値
の
大
き
な

較
差
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
推
移
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
の
意
思
を

適
正
に
反
映
す
る
選
挙
制
度
が
民
主
政

治
の
基
盤
で
あ
り
、
投
票
価
値
の
平
等

が
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
こ
と
や
、
さ

き
に
述
べ
た
国
政
の
運
営
に
お
け
る
参

議
院
の
役
割
等
に
照
ら
せ
ば
、
よ
り
適

切
な
民
意
の
反
映
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
従
来
の
改
正
の
よ
う
に
単
に
一
部

の
選
挙
区
の
定
数
を
増
減
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
国
会
に
お
い
て
、
都
道
府
県

を
単
位
と
し
て
各
選
挙
区
の
定
数
を
設

定
す
る
現
行
の
方
式
を
し
か
る
べ
き
形

で
改
め
る
な
ど
の
具
体
的
な
改
正
案
の

検
討
と
集
約
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
、
現
行
の
選
挙
制

度
の
仕
組
み
自
体
の
見
直
し
を
内
容
と

す
る
立
法
的
措
置
に
よ
っ
て
違
憲
の
問

題
が
生
ず
る
前
記
の
不
平
等
状
態
が
解

消
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

５　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
各
判
断

に
は
、
憲
法
の
解
釈
、
適
用
を
誤
っ
た

違
法
が
あ
る
。各
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、

原
審
各
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ

し
て
、
以
上
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
被
上
告
人
ら
の
請
求
は
い
ず
れ
も

理
由
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
を
棄
却
す

る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
大
橋
正
春
、
同
鬼

丸
か
お
る
、
同
木
内
道
祥
、
同
山
本
庸

幸
の
各
反
対
意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判

官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と
お

り
判
決
す
る
。
な
お
、
裁
判
官
櫻
井
龍

子
、
同
金
築
誠
志
、
同
岡
部
喜
代
子
、

同
山
浦
善
樹
、
同
山
崎
敏
充
の
補
足
意

見
、
裁
判
官
千
葉
勝
美
の
補
足
意
見
が

あ
る
。

し
つ
つ
そ
の
見
直
し
の
検
討
が
行
わ
れ

て
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
前
記
ア
に

お
い
て
述
べ
た
司
法
権
と
立
法
権
と
の

関
係
を
踏
ま
え
、
前
記
の
よ
う
な
考
慮

す
べ
き
諸
事
情
に
照
ら
す
と
、
国
会
に

お
け
る
是
正
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が

平
成
24
年
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
を
踏
ま

え
た
国
会
の
裁
量
権
の
行
使
の
在
り
方

と
し
て
相
当
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
選
挙
ま
で
の

間
に
更
に
上
記
の
見
直
し
を
内
容
と
す

る
法
改
正
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

も
っ
て
国
会
の
裁
量
権
の
限
界
を
超
え

る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
３
）
以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、

本
件
選
挙
当
時
に
お
い
て
、
本
件
定
数

配
分
規
定
の
下
で
、
選
挙
区
間
に
お
け

る
投
票
価
値
の
不
均
衡
は
、
平
成
24
年

改
正
法
に
よ
る
改
正
後
も
前
回
の
平
成

22
年
選
挙
当
時
と
同
様
に
違
憲
の
問
題

が
生
ず
る
程
度
の
著
し
い
不
平
等
状
態

に
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
件
選

挙
ま
で
の
間
に
更
に
本
件
定
数
配
分
規

定
の
改
正
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

も
っ
て
国
会
の
裁
量
権
の
限
界
を
超
え

る
も
の
と
は
い
え
ず
、
本
件
定
数
配
分

規
定
が
憲
法
に
違
反
す
る
に
至
っ
て
い


